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近年、全国的に様 々な大規模開発行為に伴 って埋蔵文化財の発見が相次いでいます。

本市 において も例外ではな く、宅地造成、道路開発、 ほ場整備等の開発が増えつつあ り、埋

蔵文化財包蔵地が開発 にかかるという状況 も増えてまい りま した。

今回調査 した吉村第二区画整理事業 にかかる地域 は、古 くか ら弥生時代～古墳時代の遺物を

多 く出土 してお り、県内外 の学者によって古代の稲作水田跡の存在が期待 されて いるところで

あ りま した。

そこで、地元区画整理組合、宮崎市区画整理課 との協議を重ね、文化財保護 に対す る理解 と

協力を得て発掘調査を行 い、記録保存をす ることにな ったものです。

調査にあた りま しては、 上記の関係者の皆 さん、現場工事関係者の皆 さん、発掘調査関係者

の皆 さんに多大 なご甚力 とご協力をいただきま して、無事に終了できましたことを心か ら感謝

申し上げる次第です。

発掘調査については反省点も多く、今後に残された課題も多くありますが、この報告書が、

埋蔵文化をはじめとする文化財の保護と研究の■助となることを期待するものです。

宮崎市教育委員会

教育長 柚木崎 敏
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1. 本書は、宮崎市教育委員会が昭和60年 9月 10日 か ら10月 15日 にかけて実施 した吉村第二

土地区画整理事業 に伴 う埋蔵文化財発掘調査 ―浮ノ城遺跡―の発掘調査報告書であ る。

発掘調査に際 しては、 この地域 に稲作水田跡の存する可能性が高いため宮崎大学農学部

の藤原宏志助教授 のご指導をいただいた。

調査の関係者 は次の通 りであ る。

調査主体 宮崎市教育委員会

教  育  長

教 育 局 長

社会教育課長

同 補佐

同 主査

同  嘱託

調 査 員

4.資料整理 について は、荒武、西本、

武が行 った。

5,プ ラントオパ ール についての資料整理・ 分析 については藤原助教授 にお願 い し、執筆を

担当 していただいた。

6.本書の執筆、編集 は、荒武が主 として行 った。

7.本書に掲載 した写真の一部 は宮崎市区画整理課か ら提供 していただいた。

8。 本書 における出土遺物は、宮崎市教育委員会で保管 している。

昭 和 61年 3月

例

2.

柚 木 崎    敏

蛯 原 啓 次

緒 方 美 利

曽 我 嘉 徳

野 間 重 孝

伊  東    但

荒 武 麗 子

西 本 洲 司

橋 本 博 文

藤  原  宏  志 (宮 崎大学農学部助教授 )

橋本があた り、挿図の実測及び整図、写真撮影 は荒

宮 崎 市 教 育 委 員 会
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1.調 査 に至 る経 緯

昭和57年 6月 、吉村町浮ノ城・ 天神前 。大田ケ島 。江 田原 の各一部あわせて 19.6ヘ クタール

について土地区画整理事業 (吉村第二土地区画整理事業)の計画があるので、埋蔵文化財等分

布調査を して ほしいという依頼が、宮崎市区画整理課の方か らなされた。

この計画区域のある周辺一帯 は、古 くか ら遺跡の多いことで知 られている。浮ノ城 に限 って

みて も以前墓地の造成中に弥生時代中期の甕形土器などが発見 されてお り、全国遺跡地図にも

散布地 として記載されている。またこの地域は地形の関係か ら、以前 より県内外の考古学関係

者の間で水田跡の存在が期待 され るところが大 きか った。そのため、水田跡探査を中心 とした

事前調査を行 うことが望ま しいということになった。

昭和59年 1月 17日 ～ 2月 10日 、宮崎大学農学部の藤原宏志助教授、 な らびに京都大学地形地

質調査研究室勤務の外山秀一氏を招へい して、指導をお願い し地形・ 地質・ プ ラン トオパ ール

分析 のための試掘調査を実施 した。その結果、水田跡の存在す る可能性の高い土層 として第 V

層 と第 Ⅵ層が確認 された。

今回の調査は、その結果を もとに して遺構の確認を目的 として宮崎市教育委員会が主体 とな

って行 った。

発掘調査関係者は次の通 りである。

宮崎大学農学部助教授  藤原 宏志 (昭 和58年度調査・ 昭和60年度調査 )

京都大学地形地質研究室 外 山 秀― (昭和 58年度調査 )

宮崎大学農学部

宮崎市教育委員会
社会教育課

杉山 真二 (   〃   )

(第
和60年

懸 )

野間重孝、伊東 但、荒武麗子

0● 2.遺跡 の立地 と環 境

この遺跡の所在す る宮崎市吉村町浮ノ城周辺は、大淀川の形成す る沖積平野の北東にあた り、

海岸線に沿 って形成 された砂丘 と新別府川 に狭 まれた低地に立地す る細長 くのびた水田地帯の

一画 にあたる。 このような細長 い水田地帯の もととなった低湿地は、 この一帯の地形の もとと

なっている砂丘 の成立 と深 く関わ りを もっている。砂丘 は全部で 4列 あ り、海岸線に沿 って南

北 にのびて いる。それ らは、形成 された年代順 に内陸にある方か ら、第 1砂丘 (憶 一大島砂丘 )、

第 2砂丘 (江 田原一山崎砂丘 )、 第 3砂丘 (防 潮林一五厘橋砂丘 )、 第 4砂丘 (住吉浜―― ッ葉浜 )、

と呼ばれている。これ らの砂丘 と砂丘 の間に細長 く、砂丘 に沿 うように水田地帯が形成 されて

いる。 これは、現在の一 ッ葉海岸の背後 にある細長 く南北にのびる入江 と形状がよ く似ている。

また第 3砂丘の西側 にある水田地帯の北 に位置す る江田神社裏の御池 は、周辺の水田との間が

―
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湿地とな り、葦などが生えてお り、入江であったことを示 している。

大淀川か ら流れて くる土砂が堆積 して海岸線に沿 って細長 く砂洲を形づ くり、 その内側 に現

在みられるよ うな入江ができ、やがて堆積がすすみ入江が とざされ海 と分離 し、徐々に陸化 し

て低湿地 となっていったのである。 このような低湿地の成立時期 は、第 1砂丘は縄文時代後期 に

は、第 2砂丘は縄文晩期には成立 して いたといわれているので、その後背地の成立 も同時期か

若千 くだる時期 には完全にできあが っていた と思われる。

このような砂丘 と低湿地 との関係 は、生活の場 と生産活動の場 といった関係で把え られ、理

解することができる。砂丘上には、住居・ 墓地が営 まれ、 そこか ら見下 ろす低湿地あるいは入

江、海、河川 とい った ものが、狩猟、漁榜、採集などの場 として把えることがで き、 この低湿

地が、縄文時代の伝統的な狩猟、採集を残 しなが ら新 しい経済手段 としての稲作を取 り入れよ

うとしている初期の農耕民 にとって、小規模の水田を営んでい くのに好適な場 として認識 され

たであろ うことは容易に想像できる。

さて、 この遺跡 は前 にのべた第 1砂丘の西側 に、細長 く南北 にのびている水田地帯 =低湿地

にあ り、 このほば中央を新別府川がほば南北 に流れている。以前か ら第 1砂丘 に立地す る遺跡

(集 落 )の 生産手段の場 としての水田跡の存在が期待 され るところであった。

この低湿地を生産手段 として成立 していた第 1砂丘上の遺跡のあ りようを研究史的 に見てみ

ると、先に ものべたようにこの第 1砂丘 は縄文後期 ごろには成立 していたといわれている (平

原遺跡―市来式― )。 弥生時代 に入 ると現在 の宮崎市街地のほとんどが大淀川の沖積地 として

出現 し、 自然堤防や微高地が形成 され、 そこに集落が点々と営 なまれ るようにな った。前期 の

遺跡では憶遺跡がある。 この遺跡の存在 は昭和26・ 27年 に憶中学校校庭か ら甕棺が 2個 発見 さ

れ、昭和31年 には板付 Ⅱ式土器が供献 された石蓋土壊が見つか り、石川恒太郎氏・ 森貞次郎氏

による調査・ 報告がなされた ところか ら知 られ るところとな った。また中期か ら後期 にかけて

の遺跡では、浮ノ城の墓地造成中に弥生中期の甕形土器 (朝 顔形 口縁)の はば完形の ものが出

土 したという記録があ り、 また昭和31年 12月 には、現在の宮崎東小学校の敷地 (大 島町火切塚)

か ら 2個 の甕棺 (朝 顔形 回縁)が出土 して いる。他に同時期 の遺跡では、元村遺跡、宮大牧場

遺跡な どがあげられ るが、どの遺跡 も調査が行われず、報告 も出されていないので実態が今 ひ

とつ把 えにくい状況である。古墳時代の遺跡 と しては冬至遺跡 (憶 小学校付近 )・ 号1土遺跡 (消

滅 )・ 憶 1号墳 (憶 中学校南側)な どがあげられ る。
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浮之城遺跡 2 構中学校遺跡 (棺遺跡) 3 浮之城弥生土器出土地

大島火切塚遺跡 5 石神遺跡 6 山崎遺跡 7 彦母遺跡 (江田遺跡 )

元村遺跡 9 中無田遺跡 10 冬至遺跡 11 庵ノ山遺跡

浄土江遺跡 13 宮大農園遺跡

第 1図  浮 ノ城 遺跡 の位 置・ 主 な周辺遺跡
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第 2章 発 掘 調 査

1.遺跡 の位 置 と名称

吉村第二土地区画整理事業にかかる地域は、調査に至 る経緯で も述べた通 り宮崎市吉村町浮

ノ城・ 天神前 。大田ケ島 。江田原の各一部 にまたがっている。位置は第 1図 に示 した通 りで、

江平 2丁 目か ら一 ッ葉神社 まで通 じているバス道路沿 いにある。 この道を東 に向かい、新別府

川 にかかる浮ノ城橋を渡 ってす ぐ左手 に広が っている水田地帯がそうである。す ぐ東 は憶遺跡

のある第一砂丘が横たわっている。

今回の発掘調査において は、その主な調査範囲はいわゆる大田 ケ島といってい°
るところに集

中 している。以前より文献 に掲載 されてきた「浮ノ城」出土の弥生中期の甕形土器の出土地 と

しての
《
浮ノ城 "あ るいは全国遺跡地図に散布地 としておさえ られている

《
浮ノ城 "と い う地

名 と今回調査 した地点 との関係は、時期的にも地域的にも今ひとつ明 らかでなか った。

そのためこの遺跡 を「浮 ノ城遺跡」 と命名することにやや抵抗感があった。 しか し昭和58年

度の試掘調査が始ま った当初か ら
《
浮ノ城 "と 呼びな らわ してお り、今か ら変更す ることは、

新たな混乱を招 くと思われ たので、従来通 り「浮 ノ城遺跡」 として報告す ることにした。

2.調 査 の方 法

昭和58年度 に実施 したプ ラントオパ ール分析 の結果を もとに して、調査区域を設定 した。今

回の工 事予定区域内には道路が東西方向に 2本 と南北方向に 1本、計画 されていたが、その う

ちの中央を東西方向に通 る道路の西半分 とその周辺が水田跡 として有望であるということだっ

た。そこで これ に沿 って30η ごとに 5本の 2免 × 2η のテス トピッ トをユ ンボを使 って掘 り、

その壁面か ら各土層 ごとに土壌を採取 して、新たにプラントオパ ールの定量分析を行 い、 その

結果を見なが ら最終的に遺構探査区域を しばりこんでい くことにした。

発掘区は道路の幅 6ηで、東の方 か ら30η ごとに I区 ～ V区 まで設定 した。テス トピッ トに

ついて も東にある方か らTPl～ TP5と 名づけた。 このテス トピットによる土壌サ ンプ リング

の後、藤原先生の指導によ り水抜 きの為 と層序を全体的に確認す る目的で、発掘区の南端に各

テス トピットをつな ぐ長い トレンチをユ ンボを使 って掘 った。その後、 この トレンチの壁 と北

側の壁面 とで層序を確めなが ら、ユ ンボを併用 して発掘区内を掘 り下げていった。

-4-



3.調 査の主な経過

S60,9.10供)快  晴

9.11 9kl快 晴

9 12 似耐 は  を化

9,13 金)は  れ

9.17側 くもり

9,18隊)J映  晴

9 20 悩泌 は  オ化

プラント・ オパールサ ンプ リング用の杭打ちを行 う。北側の道路は

すでに工事に入 ってお り、墓地の下あた りに土師器皿などが落ち

ていた。

中央の道路計画線西側の部分 に30れ ごとに 2η × 2印 の大 きさの

テス トピットを 5本掘 り、その壁面よ り土壌を採取す る。北側の

道路の南前面に粘土が露出 してお り、藤原先生か ら水田跡である

との 1旨 摘があ った。

北側道路の南前面の工事を一時止めて もらい、粘上の範囲 と溝状

遺構 について平板測量を行 い、断面観察 とその略測を行 うと共に

写真撮影 を行 った。

ボー リングによるサ ンプ リングを行 う。

ユ ンボを使 って表土剥 ぎにはいる。発掘区の南端に長い トレンチ

を一本掘 る。

ユ ンボによる表土剥ぎを続行。作業員を使 っての精査。

咋日に引き続 き、土層断面の清掃 と溝状遺構の検 出を行 う。一方

で測量杭を打つ。

9.24 土層が明確なところをユ ンボを使 って掘 り下げて い く。 V層 を平

面的に把えることができた。

9。 25(水 )

9.26 m

V層 の輪か くとV層 上面で確認できる溝状遺構 とを平板測量す る。

昨日の続 きで平板測量を行 う。ユ ンボで Ⅵ層上面まで下げる。畦

らしきものが見えは じめる。

Ю.3体 )広
象 もり 1区 をユ ンボを使 ってⅥ層まで下げる。 Ⅲ・ V区の写真撮影を行

う。 3:00ご ろか ら雨 とな り作業を中止す る。

り
雨

も

々
く
時側

り
雨

　

り
雨

も
々

　

も
時

く
時

　

く

一
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S60.10.7(月 )快  晴

10.8側 快 晴

10.11悩謝ぞなり

台風 にともなう雨の為、 トレンチに水が溜まっていたのでポ ンプ

で汲 み上げる。午後か らⅣ区の水路状遺構の掘 り上げを行 う。弥

生中期～後期の土器が出土す る。壷の取 り上げを行 う。

Ⅲ区の砂丘裾 に接 してみえている溝状遺構について平板測量 を行

う。杭列と思われる小 ピットがみ られ る。

Ⅳ区の水路状遺構の下層 に粘質を帯 びた黒青色の砂層 が検 出され、

木片が出土 した。

10.12田 くもり  V区 の水路を掘 り上げ、木片を検出する。板状のものや鋭利なも

のでけずったような小枝などが見 られる。

10.14明 )は  れ  V区 の水路の木片を取 り上げ、土層図をとる。 Ⅱ区の水田跡の北

側土層図をとる。写真撮影を行 う。

10。 15側 は れ  各区ごとに再度、土壌のサ ンプ リングを行 い、写真撮影を行 う。

V区 の水路状遺構の木 と土器類を取 り上げ、作業を終える。

-6-
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―

土 層 名

Ⅳ 青灰色粘主

V 黄褐色お質土

Ⅵ 青黒色狛土

Ⅷ 着灰色粗砂

Ⅳ
′

白色消土 が混 じる

d

4.遺  跡

① 土  層

昭和58年度の試掘調査の際、

この遺跡内の上層については

耕作土 も含めて I～ Ⅶ層の 7

層に分けることができた。基

本的にはこれで良かったが、

地区の西側の新別府川に近接

さ∠ :型

=__二
生 _____――――――一―一」 す るところでは比較的浅いと

第 3図   Ⅳ区河川跡土層 断面 図 ころで赤 っぱ く粒子の粗い川

砂があらわれ、また南東 にあた る案野山神社のある丘地の裾近辺の水田や、北東の住宅地や墓

地のある丘地の下あた りの水田で も浅いところか らす ぐに砂が出は じめた りした。また必ず し

も平坦でなく、かな り波打 った土層の状況を示す ことも確認 された。 これはこの地が、現在見

られ るような広範な低地ではな く、 その間に小砂丘が点在 していたため、あちこちで小規模な

山 と谷が形成 されていたため と考え られ る。その後、 明治 。大正・ 昭和を通 じて耕地整理が行

われてお り、上層ではフラッ トな安定 した層が広範囲 につづ くようになる。(Ⅲ ～ Ⅳ層 上面 )

また新別府川 に近い西端では、河川 によるはん らんの為、地形が変化 してお り、河川痕をな し

ている。大淀川の流域全体での河川の流路の変遷 として把 え られるだろう。

今回の調査区内において も基本的 には、前回の土層の分離法を踏襲 したが、同 じく調査区の

I区 と V区 では、ずいぶん様相が異 なっていた。中心部 となった I区 ～ Ⅳ区についてはほぼ同

じ土層の流れを把えることがで きた。 しか し遺構の検出に伴 って もう少 し微妙な分離の必要性

を感 じ、前回に比べ多少の付加が出てきたことは否めない。

土器 はあま り多 くなか ったが、 I層～ Ⅳ層 上半 には須恵器・ 土師器・ 布痕土器などが含 まれ

ていた。 Ⅵ層 上面で は、底部が多か ったが、弥生中期後半の上器が見 られた。 Ⅳ区で検出され

た木片 。木製品を出上 した水路の底部
a

あるいはそれより下層の黒色砂層か ら

出土 した上器片 もほば同時か若千逆の

ばるくらいの時期の ものである。 しか

しV区 よ り西側ではかな り深 くまで弥

生中期の上器 に混 じって須恵器や糸切

り底の土師器皿が見 られた。 また現在

の新別府川 の川底で はよく弥生中期～

後期の上器がみ られ ることを付 け加え

ておきたい。

第 4図

-8-
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●
第 5図 I～ Ⅳ区 Ⅳ層 遺 構 状況

Ⅲ区←→Ⅱ区  水  日  跡

o                         2m

水路状遺構

I～ Ⅳ区 Ⅵ層上 面遺 構 状 況第 6図
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② 遺  構

遺構の検 出は、畦畔とそれ

に伴 う施設を見つけることを

意識 して行われたが、発掘区

域内は現在 まで連続 して水田

として利用 されてお り、間層

もなか ったため、特定の時期

の水田跡・ 畦畔を見つけ出す

のは大変困難を伴 った。 Ⅳ層

上面 まで下げた段階で 工区に

書撞罠を目Tttζ三二身岳r l

埋土はⅣ層 と同 じ青黒色粘土第 7図   Ⅲ区溝状・ 陛畔状遺構平面図

で、周辺は V層 とは若千色調の異 なる、黄褐色粘土の混 じった青灰色粘質上が帯状 に広が り、

それに掘 り込 まれ る形で a構 はあ った。土器 は見 られなか った。Ⅲ区において もほぼ同規模の

溝状遺構 (b溝 )が 、 これは小砂丘に掘 りこまれていた。 a溝 とは逆の北西か ら南東方向へのび

てお り、 この両溝の対称性には何 らかの両者の関係を うかがわせ るものがあった。 Ⅳ区では、

砂が I～ Ⅲ区 とは様相が異 なり、砂丘のそれではなく、粒子が粗い赤味を帯 びた砂利が流紋を

なして広が っている。その間に青灰色粘土に白色 または黄 白色を混ぜたような粘土帯が残 って

いる。洪水 によるはん らんなどで河川の流路がずいぶん変化 したよ うである。

Ⅵ層上面では、 I区 において若千 レベルの高 いところであったが、 2本 の細い溝状遺構が検

出された。 ここでは少 し茶色味を帯びた砂層 もあ らわれは じめ、遺構 として把えどころがな く

何であ るかわか らなか った。 I区 とⅢ区 において は、 V層 上面において把え られたと同 じよう

な状況での溝状遺構 と畦畔と思われ る盛上が確認できた。 Ⅱ区においては溝状遺構は確認でき

ず、畦畔と思われる帯状 に色調の異 なる箇所 と砂丘の痕跡 と思われ る砂層があ った。 (c)ま

たⅢ区では溝状遺構 (d溝 )と 畦畔が併行 して北西方向にのびてお り、畦畔を精査 している際

に粘上のつまった小 ピットがいくつ も現われた。杭列痕ではないかと思われるが、深 さはⅥ層

上面の レベルか ら 2.5～ 4 clmと 浅か った。 しか しこれ も畦畔の上面か ら考え るともう少 し深 く

なり、あながち杭列で ないとも言い難 い。

この d溝 と Cの 間 には青灰色粘土 (Ⅵ 層)が存在 し、 その中央部の北壁側か ら砂層があらわ

れてい る。 V層 上面の ときに比べて粘土域 (水 田跡範囲)は狭 くその二方を小砂丘 に囲まれた

小 さな入江状を呈 して いることになる。 Ⅳ区 になると砂が広が ってお りⅥ層又 はそれ と同 レベ

ルの粘土層 もごくわずかにな り薄 くなっているようである。また川砂が多 くなる。 Ⅳ区の Ⅵ層

上面の段階で粘土 と粘土にはさまれていた川砂の下 は、 Ⅵ層上面 になってV状 にくばみ水路状

を呈す るよ うになる。 ここには多 くの木が周縁 に溜 まっていた。直径 2～ 4 clB程 度で、 自然木

も多か ったが中には板状の ものや鋭利な刃物で加工 したとしか思えない木製品 と言 ってよいも

-10-



「

の もあ った。 この水路をさらに掘 り下 げると赤茶けた鉄分を含んだV状 の底 にあた り、 それよ

り下 には、緑色を帯 びた黒色砂層、緑色を帯 びた黒色粘質土 (腐植土)と 続 いてお りこの土層

か らも土器が出上 した。 V区 になると砂が再び粘土 にな るが、黒味のつよい粘 りのある上であ

る。鉄分が多 く、 自然木の流出 した ものが多 く見 られいわゆるタカシコゾウが多 く見 られるよ

うになる。 この区で も弥生中期後半の土器が見 られるが、 V区 における水路の下か ら出て くる

黒色砂層・ 黒色粘質層 と同 レベルの層 になって も須恵器・ 土師器が混在 しているのがみ られる。

③ 土  器

第 1表   浮 ノ城 遺跡 出土 土 器 一 覧 表

挿図番号 出土 地 点 胎 土 焼成 色   調 口 径 鮭 定 ) 底 径 (推定 ) 考備

第 8図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

第 9図 13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

V区河 II跡

V区
河川跡 Vd層
V区
水路 内 上層

V区水路内

V区
水路直下Im層

V区
TP5 層

皿区 V層

工区
Vd層 上面

IttTPl
M層上面

良,赤褐色粒子 。細
砂を含む

祖砂・ 細砂を多く含
む

良, ウンモなど細砂
を含む

良,細砂 。金ウンモ
などを多く含む

精良,細砂・赤褐色
粒子を含む

良好,細砂・赤褐色
粒子を含む

良好,細砂を多く含
む

良,粗砂・ 細砂を多
く含む

良,粗砂を含む

良,細砂・ 金ウンモ

片などを含む

良,細砂・ 金ウンモ
などを合む

良,細砂を含む

良好,細砂・ 金ウン
モを多く含む

細砂を多く含む

良,細砂を多く含む

良好,やや粗い砂粒
を多く含む

良,細砂 。赤褐色粒
子を多 く含む

良,粗砂 。細砂を多
く含む

良好,粗砂を含む

良好,細砂 。赤褐色
粒子を含む

精良,若干細かい砂
を含む

良,細砂・ 赤褐色粒
子を多く含む

良,糧砂・ 細砂・赤
褐色粒子を多こ含む

粗砂・細砂 (ウ ンモ赤
褐色粒子)=%多 く合む

良,細砂・ 赤褐色粒
子を多く含む

a多畔
鶏

良,粗砂を多 く含む

良好,細砂を含む

良好,やや組い砂粒
を含む

良

良

良

断

朗

財

良

良

良

良

朗

良

餅

良

良

財

良

良

財

餅

良

良

良

良

良

良

良

餅

朗

淡褐色

赤橙色

外面は淡褐色
内面は灰色

赤褐色

外面は暗茶褐色
内面は淡橙色

外面は淡褐色
内面は淡褐色～》

淡褐色

淡赤褐色
断面は淡褐色

淡赤褐色

外面は暗茶褐色
内面は淡赤褐色…

外面は暗茶褐色
内面は淡褐色～ワ

外面は灰褐色～ワ

俣層雹
淡橙色

|

外面はくうムンだ茶

赤褐色
断面は黒灰色をξ

外面は灰褐色 (白

内面は灰色まじイ

淡褐色～灰褐色
断面は淡黄褐色1

264

/
/

(内径 248)

(内径 150)

諜 色 /

/
/
/

‐淡褐色

〔褐色

/
(内径 230)

/
/
/
/
/
/

屎色/
/

旧色 /
/
/
/
/

とす /
農湛/

坂色 /

/
/

6 55  cll

75 師

505)cn

/

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
63 師

6 25 c尻

90)釦

32 師

/

80)伽

/

76 師

78 cn

61 伽

/
80)伽

/
66 師

(

(

(

(

ほぼ完形の甕。内外面に縦・ 斜向のハケロ。回縁内外
は横ナデ。上がり底。

写せi、 β全票ぢ攘挙
の小口痕のつくヨコナデ。磨滅が

壷,回縁部は欠失。顕部にハケロ,胴部はミガキ?
内面は指押え痕。

甕口縁小破片。外面はヨヨナデl内面は指押え後ナデ
・ ヨコハケロ。

甕口縁破片。日唇部に沈線,日縁内外はヨヨナデ,胴
外面はヨコハケロ。

甕口縁部小破片。日唇部にキザ ミロ,回縁内外に指押
え,ハケロのつくヨコナデ。

甕口縁部破片。内外面にハケロの残るヨコナデ。胴部
に凸帯をめぐらす。

口縁畿卜破片。調整は磨耗の為不明瞭,回縁内外はヨ
ヨナデか ?

胴部小破片。外面に 4条の凸帯,横ナ元 内面はハケ
後ていねいなナデ。

胴騨卜破片。内外面共ナデ,外面に 3条の凸帯。

胴部小破片。外面はナ元 ン係のよう埋勲 対 着物あり,凸

帯がめぐる。内闘 まガ で板状工醐 週 痕がつけている。

底部小破片。内面はナデ,磨耗が著 しいため,調整不
明院

口縁部小破片。端部にキザ ミロ,外面はナ元 内面は
指痕ののこるナデ。

口縁部破片。端部に 2列の列点文がめぐる。外面はナ
兄 内面1シ ケヽロを施 していると思われるが不明瞭。

甕口縁部破片。端部はヨヨナ元 胴上部に 3条の凸帯
をめぐらす。内団ま指押えら脚●サロを紳らに施している。

底部。外面はハケロの後ナデl内面はヘラ状工具によ
るナ元 若干上がり底。

底部,平底。内外面共にハケロ痕の残るナデが施され
ている。

底部半欠。磨耗が著 しく,調整は不明。

底部 1/4弱欠失。外面はハケロ,内面は板状工具によ
るナデ。

掲書雀搭毎ぇ纏 伊評
ガ '沈線が 6～ 7条めぐるc

須恵器不破片。外面はヘラケズリ,内面はナi底 は
ヘラ切り痕残る。

日縁部破片。口縁内外はヨコナデ,外面は斜向のハケ
目の後ナデ,内面指ナデ。

底部。外面はタテ方向の細かいハケロ,裾端部はヨコ
ナテ七内面はナデ? 上がり底。

暑華■余研箕侯あ晨蔀炉端部
はヨコナ尤内面はナデ,

贋訳践釜Fは
ナ元内面は指押え痕が残る。平底の細

堡勒雛粋撤職Fガ'蹴鋏利瞭,輌

E為期幾観μ悲しa、る。離はナ元新

妥矮誰寧算
。日縁外に刻み目をめぐらす。内外共にナ

諦軒目観騨娼g争耳'靴はナデ消し,内
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④ 木 製 品

V区 |の Ⅵ層上面と同レベルにお
―
ぃてラ状の水1路状遺構の検出を見、そこに多数の自然木・ 本

片・ホ製―品が溜まぅていた。

それらの中で、1明 らか1こ鋭利な工具で加工し.た としか考えられないものが数点出土してぃた.。

図版 4に示した.と おり、茂状のも|の (1～ 4)、 小枝の端部を鋭く切り落としたもの(5～ 8)、

柱状の先端をけずったもの(9)、 板状のものの先端を鋭く切ったもの (10)な どがある。また、

図版には載せていないが、|れ状のものなども見られた。

|

e

-14-



5. rl、 結

今回の発掘調査では、遺構 としてはどの層 において も平面プ ランを確認 したにとどまり、遺

構の立体像をとらえ、精査す るには至 らなか った。 しか し狭い範囲の中ではあるが、大まかな

遺跡の性格 といった ものは理解できたのではないかと思 う。

水田跡は、 Ⅳ層上面においては a溝 と b溝 に囲まれた部分に、 Ⅵ層上面においては cと d溝

の間に想定できた。 この 2つ の水田跡における溝は両者 とも同 じ方向性を示 している。 これは

この遺跡において水田が継続 して営なまれていたための現象 と把え られ るだけでな く.地形的

な制約や水利施設 としての利点等が、両者の溝状遺構 に同 じ方向性を採用 させたと見 ることが

できる。 しか しこの 2つ の水田の実態は全 く異なっている。 Ⅵ層 上面 においては、水田は小砂

丘にまわ りを囲まれた狭い入江状の低地に立地 してお り、同 レベルの Ⅳ～ V区 の状況か らも明

らかなように、川べ りにどろどろの土がよどみ、 その周辺の湿地帯 も含めて広い範囲に葦が繁

茂 していたことを思わせ、 その水田稲作の形態はかな り原初的な様相が感 じられ る。それに比

べて Ⅳ層 上面においてはよ り広 い水田を得 るために砂丘がけず られ、 そこに溝状遺構 と畦畔が

つ くられている。それが完全に人為的な作用によるものとばか りも言えないが、比較的発展 し

た段階であるといえ る。

土器は、 Ⅳ区においてややまとまった出土を している。 この区 はⅣ層上面 において は、河川

の流路 となってお り、そ こか らほぼ完形 に接合できる弥生時代後期初頭の甕形土器が出上 した。

この土器が出上 した地点 の下層 (Ⅵ 層 上面 )に おいては、水路状遺構が表われたが、 この溝の

埋上の最上層 には回縁を欠 いた壺形土器が直立 して埋まっていた。後期前葉 くらいの時期かと

思われ る。 この水路状遺構 とその下 に続いている黒色砂質土層には、中期後半 くらいの底部破

片が主 として出上 していた。 この Ⅳ区においては撹乱 している状況は認め られなか ったが、 こ

の上器が水田に伴 うものかどうかは決めることはできない。 V区 においてはⅣ区における黒色

砂質土層 と同 レベル・ 同質 と考え られ る土層か ら、かな りの土器の撹乱 した状況が見 られる。

しか しこの V区を除 いてはⅥ層よ り下層 まで撹乱が及ぶ ことはな く、 V層 上半において須恵

器・ 土師器を含む ことはあるもののそれ以下はほば正常なまとまった出士状態を示 している。

であるか ら狭い範囲 に限定 して述べればこの 2つ の水田跡のうちⅥ層の ものは弥生時代中期

後半～後期前半より新 しい時期 に営 なまれた ものではな く、古 くて も中期中庸を逆のぼること

はないと推測できる。

この浮ノ城遺跡のある一帯は、前 にも述べたように古 くか ら弥生時代中期～後期の遺跡が砂

丘上に多 く分布す ることで知 られてお り、 旧入江の低湿地 における原始的な水田稲作の可能性

が早 くか ら指摘 されているところであ った。今回の調査はこの水田跡を見つけることを意識 し

て行われた。調査期間やその他制約の多い中で、調査の目的をすべて果た したとは言い難 いが、

きわめて未熟な段階の、地形をそのまま利用 した小規模水田稲作の存在を確認できたことは、

今後の同地域を含んだ阿波岐 ケ原一帯の調査を行 う上での、将来的見通 しを示 さす るものとし

て意義ある調査であ ったと言える。

―-15-―
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第 3章 浮ノ城遺跡における水田址の探査

宮崎大学農学部  藤  原  宏  志

わが国 における水田稲作の開始期 は従来弥生時代初期 とされて きたが、最近の調査 によ り縄

文時代終末期 には北部九州へ水田技術が伝え られていたことが明 らかになった。水田稲作の伝

播 について も、弥生時代中期 には津軽平野にまで及んでいたことが実証 されてお り従来の定説

よ り速やかに広が っていたことが うかがえる。

宮崎における弥生時代の生産様式 については、 これを実証的に検討す る資料 に乏 しいのが現

状である。

このたび、宮崎市教委 による浮ノ城遺跡調査が行われることになり、同遺跡 における水田址

探査を行 うことにな った。当該遺跡 の周辺には憶遺跡が立地 してお り、なん らかの生産址が包

蔵 されている可能性 が大きいと思料 される地域である。 ここではプ ラン ト・ オパ ール分析 によ

る水田址の探査結果 と考古学的発掘調査結果について若干の農学的検討を加えることにす る。

1.試 料および方法

本調査の調査域 は道路敷予定地で 6η × 130η の帯状であ り、分析試料の採取地点 は30個 所、

試料数は 310点である。

プ ラント。オパ ール分析 は同定量分析の常法 に順 じた。

2.分  析 結 果

分析結果の一部を第 10図 に示 した。

各地点 とも 1層 ～ 3層 で連続的にイネが検出され比較的新 しい時代の水田層であることがわ

かる。 4層 ～ 5層 について も三地点でイネが検 出され水田址が包蔵 されている可能性が高いと

判断された。 6層 については量的にやや少ないがイネが検出され水田址の可能性があると考え

られた。

3.考察および結論

(D 分析的推定結果 と考古学的調査結果

プラン ト・ オパ ール分析 による水田址包蔵域の推定結果 と考古学的に確認された水田遺構の

分布域はおおむね重なるが符合 しない部分 もある。両者が符合す る部分では水田が営なまれて

いたと判断 してよかろう。符合 しない部分、すなわち分析的には水田域 と推定 されたにもかか

わ らず、遺構が検出されない部分については二つの考え方ができる。一つは水田以外の区域ヘ

―-17-
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周辺水田土壌が流入堆積 した場合である。 この場合は分析的に誤認されることがあ りうる。他

の一つは水田であって も畦畔などの遺構が流出 したため考古学的 に検出できない場合である。

今回の場 合、発掘調査面積が少な く、狭小 な帯状区域であるため、そのいずれであるかを決め

るのは困難であった。

121 6層 (弥 生時代遺物包含層 )

6層 の堆積状況はこれまで各地で発掘 された弥生時代水田遺跡 の上層堆積状況に比べ極めて

特異であ る。 当該遺跡 6層 は砂丘の後背湿地に堆積 した有機質粘土層である。発掘面積の関係

で全体的な堆積状況を把握す るのは困難であるが、発掘結果をみると起伏 に富んだ砂地の中に

不定形の低湿地が入 り込みかなり複 雑 に 自然 流路 が 交 差 して い る様 子 が うかがえる。 この

ような砂丘の後背湿地で弥生時代水田址の存在が予測 され る例は多いが、実際 に水田遺構が検

出された例はおそらく最初であ ろう。検 出された溝 は小砂丘の縁辺に沿 ってお り、畦畔上の遺

構を ともなっている。水田の区画は詳 らかでないが、 これまでに発掘 された水 田址 とは異 なり

後背湿地の自然地形をそのまま利用 した不定形水田の可能性が高い。同時代の杭列をともな う

水路 も検 出されているが、水国との関係 は確認 されていない。今回の調査でみ る限 り、当該遺

跡の水田は整然 と区画され、高度 な水利施設をともなった型の水田ではな く、 自然地形をほと

ん どそのまま利用 し、簡便な用水路 と畦畔をこれに備えた、いわば低湿地稲作 に近 い型の水田

と考える方が 自然であ る。

0 今後の課題

今回の調査 は調査域 と調査期間に制限があ り、当該遺跡 における弥生時代 の水田様式を解明

す るにはいた らなか った。 しか し前項で述べたよ うに、当該遺跡の水田様式は他の水 田遺跡で

例をみない、 より始源的な型の水田であ る可能性が高 く水田稲作史を考える上で極めて興味深

い事例である。

また、木製品の保存状態 も良好であ り、今後の調査 により、水田遺構の全容が把握 され ると

ともに貴重 な遺物の検 出も期待 され る。

なお、分析探査 は宮崎大学院 およ

の協力を得て遂行 された ものであ る。上記諸兄に謝意 を表す る次第である。

▲
▼

|
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推定水田止域
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＋
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一第 11図 Ⅳ層 (I― Ⅲ区)に お ける水 田址推定分布域  ▲ :十 貪繁嶺曽尾点

推定水田止域

第 12図 Ⅵ層 (1-Ⅲ 区)に おける水 田址推定分布域

第 13図 Ⅳ層上面遺構状況 (I区 ～ Ⅲ区)

―

● :イ ネ検出地点
パ :イ ネ未検出地点

第 14図 Ⅵ層上面遺構状況 (I区 ～皿区)
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図 版 1

(南 か ら )浮ノ城遺跡遠景

＼Ⅵ層上面F

発掘調査前 の遺跡 (西 か ら )

Ⅲ区 溝状遺構上面 (d溝 )と 陸畔状遺構 Ⅱ区 陸畔状遺構 (c)

Ⅲ区 溝状遺構 (b溝 ) I区 溝状遺構 (a溝 )



図 版 2

悦
'     2

浮 ノ城 遺跡 出土土 器 1～ 8

|

Ⅳ区 甕形土器出土状態 水路状遺構上面壷出土状態
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図 版 4

加工の痕跡のみ られる木片類 1～ 10

2
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Ⅳ区水路状遺構木片出土状況
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